
 
平成 22 年 12 月 27 日 

各  位 

会 社 名 宝 印 刷 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 堆 誠一郎 

（コード番号 7921 東証第一部） 

問合せ先 執行役員経理部長 若松 宏明 

（TEL．03－3971－3101） 

 

平成 23 年５月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 22 年７月２日に発表いたしました平成 23 年５月期第２四半期累計期間個別業績予想及び平成 22

年９月29日に発表いたしました平成23年５月期第２四半期累計期間連結業績予想と実績値に差異が生じ

ましたので、お知らせいたします。 

また、最近の動向を踏まえ、平成 23 年５月期の通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

１． 平成 23 年５月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異 

（1）連結業績予想と実績値の差異（平成 22 年６月１日～平成 22 年 11 月 30 日）       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

  円 銭

前回発表予想（Ａ） 7,910 1,760 1,740 960 77.52

今回の実績値（Ｂ） 7,197 1,244 1,211 662 53.50

増減額（Ｂ－Ａ） △712 △515 △528 △297 

増減率（％） △9.0 △29.3 △30.3 △31.0 

(参考)前期第２四半期実績 
(平成 22 年５月期) 7,658 1,652 1,601 916 73.98

 

(2) 個別業績予想と実績値の差異（平成 22 年６月１日～平成 22 年 11 月 30 日）        (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

  円 銭

前回発表予想（Ａ） 7,900 1,740 1,720 960 77.52

今回の実績値（Ｂ） 7,169 1,224 1,192 655 52.92

増減額（Ｂ－Ａ） △730 △515 △527 △304 

増減率（％） △9.2 △29.6 △30.6 △31.7 

(参考)前期第２四半期実績 
(平成 22 年５月期) 7,660 1,654 1,607 907 73.27
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２． 通期業績予想の修正 

（1）平成 23 年５月期の連結業績予想（平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日）      (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

  円 銭

前回発表予想（Ａ） 12,420 1,440 1,390 770 62.18

今回発表予想（Ｂ） 11,220 740 680 340 27.46

増減額（Ｂ－Ａ） △1,200 △700 △710 △430 

増減率（％） △9.7 △48.6 △51.1 △55.8 

(参考)前期実績 
(平成 22 年５月期) 12,033 1,290 1,222 723 58.38

 

(2) 平成 23 年５月期の個別業績予想（平成 22 年６月１日～平成 23 年５月 31 日）      (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

  円 銭

前回発表予想（Ａ） 12,400 1,410 1,360 760 61.37

今回発表予想（Ｂ） 11,180 700 640 330 26.65

増減額（Ｂ－Ａ） △1,220 △710 △720 △430 

増減率（％） △9.8 △50.4 △52.9 △56.6 

(参考)前期実績 
(平成 22 年５月期) 12,035 1,294 1,229 714 57.68

 

３． 平成 23 年５月期第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異及び通期業績予想の修正理由 

（第２四半期連結累計期間） 

売上高につきましては、上場会社数の減少に加え、企業のコスト削減意識の浸透により、価格競争

が激化するなど、ディスクロージャー印刷業界を取り巻く環境は大変厳しくなっております。こうし

た状況のもと、ファイナンスの減少による影響が想定以上であったため、前回予想を下回りました。 

 利益面につきましては、電子開示制度「ＥＤＩＮＥＴ」に対応する有価証券報告書等の管理入力支

援ツール「Ｘエディター」の開発保守及び「ＸＢＲＬ作成ツール」の開発等のコストが増加したこと

により、前回予想を下回ることとなりました。 

（通期） 

通期の業績予想につきましては、第２四半期までの業績と状況を勘案し、下期計画の見直しと経費

削減策を検討しましたが、前回予想を下回ると見込まれるため上記のとおり修正いたします。 

 

※上記業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以  上 

        


